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最終頁に続く

(57)【要約】　      （修正有）
【課題】杭柱の転倒を防止し安定性を高める建築工事用 
杭基礎補助固定構造を提供する。
【解決手段】地面に開設された基礎坑１を含み、前記基 
礎坑の内部に杭柱２が設けられ、さらに、前記杭柱に固 
定された固定管３を含み、前記固定管には双方向モータ 
１４が設けられ、前記固定管においてかつ双方向モータ 
の両側には、いずれも取付台９が設けられ、前記取付台 
に設けられておりかつ前記双方向モータに接続された拡 
張アセンブリ４を含み、前記拡張アセンブリには挿着板 
が設けられている。該建築工事用杭基礎補助固定構造を 
使用する際、杭柱を基礎坑内の中間位置に置き、簡単に 
固定した後、拡張アセンブリを起動すると、拡張アセン 
ブリはすべての挿着板を外に伸ばし、基礎坑側壁に接触 
させ、さらに挿着板を基礎坑側壁内部に挿入し、すべて 
の挿着板が基礎坑側壁内部に挿入されるまで、杭柱の固 
定を完了する。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全7頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 地 面 に 開 設 さ れ た 基 礎 坑 （ １ ） を 含 み 、 前 記 基 礎 坑 （ １ ） の 内 部 に 杭 柱 （ ２ ） が 設 け ら  
れ て い る 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 は 、 さ ら に 、
　 前 記 杭 柱 （ ２ ） に 固 定 さ れ た 固 定 管 （ ３ ） を 含 み 、 前 記 固 定 管 （ ３ ） に は 双 方 向 モ ー タ  
（ １ ４ ） が 設 け ら れ 、 前 記 固 定 管 （ ３ ） に お い て か つ 双 方 向 モ ー タ （ １ ４ ） の 両 側 に は 、  
い ず れ も 取 付 台 （ ９ ） が 設 け ら れ 、
　 前 記 取 付 台 （ ９ ） に 設 け ら れ て お り か つ 前 記 双 方 向 モ ー タ （ １ ４ ） に 接 続 さ れ た 拡 張 ア  
セ ン ブ リ （ ４ ） を 含 み 、 前 記 拡 張 ア セ ン ブ リ （ ４ ） に は 挿 着 板 （ １ １ ） が 設 け ら れ 、 前 記  
拡 張 ア セ ン ブ リ （ ４ ） は 、 全 て の 挿 着 板 （ １ １ ） を 基 礎 坑 （ １ ） 側 壁 に 挿 入 す る よ う に 制  
御 す る た め に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 拡 張 ア セ ン ブ リ （ ４ ） は 、
　 前 記 固 定 管 （ ３ ） に 回 転 可 能 に 設 け ら れ た 回 動 ス リ ー ブ （ ５ ） を 含 み 、 前 記 回 動 ス リ ー  
ブ （ ５ ） は 前 記 双 方 向 モ ー タ （ １ ４ ） の 出 力 端 に 接 続 さ れ 、 前 記 回 動 ス リ ー ブ （ ５ ） 側 に  
リ ン グ ギ ヤ （ １ ５ ） が 設 け ら れ 、
　 前 記 取 付 台 （ ９ ） の 内 部 に 開 設 さ れ た 溝 （ ６ ） を 含 み 、 前 記 溝 （ ６ ） の 内 部 に は ス リ ー  
ブ （ ７ ） が 回 転 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 ス リ ー ブ （ ７ ） の 内 部 に は ネ ジ ロ ッ ド （ ８ ） が 設 け  
ら れ 、 か つ 前 記 ス リ ー ブ （ ７ ） の 内 壁 と ネ ジ ロ ッ ド （ ８ ） と の 間 は ね じ 山 に よ っ て 互 い に  
接 続 嵌 合 し 、 前 記 挿 着 板 （ １ １ ） は 前 記 ネ ジ ロ ッ ド （ ８ ） の 一 端 に 固 定 す る よ う に 設 け ら  
れ 、
　 前 記 溝 （ ６ ） の 内 部 に 設 け ら れ て お り 、 前 記 ネ ジ ロ ッ ド （ ８ ） の 運 動 軌 跡 を 制 限 す る た  
め の 位 置 制 限 構 造 を 含 み 、
　 前 記 ス リ ー ブ （ ７ ） に 取 り 付 け ら れ た 歯 車 （ １ ０ ） を 含 み 、 前 記 歯 車 （ １ ０ ） と 前 記 リ  
ン グ ギ ヤ （ １ ５ ） と が 互 い に 噛 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 工 事 用 杭 基  
礎 補 助 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 位 置 制 限 構 造 は 、
　 前 記 ネ ジ ロ ッ ド （ ８ ） 側 壁 に 設 け ら れ た 位 置 制 限 溝 （ １ ２ ） を 含 み 、 前 記 溝 （ ６ ） 内 壁  
に は 、 １ 組 の 位 置 制 限 ス ラ イ ド バ ー （ １ ３ ） が 固 定 さ れ 、 前 記 位 置 制 限 ス ラ イ ド バ ー （ １  
３ ） は 前 記 位 置 制 限 溝 （ １ ２ ） 内 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 建  
築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 各 取 付 ブ ロ ッ ク に お け る 拡 張 ア セ ン ブ リ （ ４ ） と 挿 着 板 （ １ １ ） の 数 は ２ つ 以 上 で あ り  
、 か つ 前 記 固 定 管 （ ３ ） の 軸 線 を 中 心 と し 、 取 付 ブ ロ ッ ク 上 に 中 心 対 称 に 配 置 さ れ て い る  
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 挿 着 板 （ １ １ ） は ブ レ ー ド 式 板 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 建 築  
工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 建 築 工 事 の 技 術 分 野 に 関 し 、 特 に 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 築 工 事 用 杭 基 礎 は 一 般 的 な 基 盤 工 事 方 法 で あ り 、 通 常 は 土 壌 の 荷 重 力 を 増 強 し 、 基 盤  
の 安 定 性 を 改 善 し 、 基 盤 沈 下 を 制 御 す る た め に 用 い ら れ る 。 杭 基 礎 は 、 掘 削 灌 流 杭 、 鉄 筋  
コ ン ク リ ー ト 杭 、 木 の 杭 な ど 、 異 な る 施 工 需 要 と 地 質 条 件 に 応 じ て 様 々 な タ イ プ に 分 け る  
こ と が で き る 。 建 築 工 事 用 杭 基 礎 は 重 要 な 基 盤 工 事 方 法 で あ り 、 有 効 に 基 盤 積 載 能 力 を 増  
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強 し 、 基 盤 安 定 性 を 改 善 し 、 建 築 物 の 安 全 施 工 に 信 頼 性 の あ る 基 礎 支 持 を 提 供 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 部 の 基 盤 土 壌 は 支 持 力 が 低 く 、 建 物 の 要 求 を 満 た す こ と が 難 し い 。 杭 基 礎 補 助 固 定 構  
造 は 杭 の 補 強 作 用 に よ り 、 基 盤 の 荷 重 力 を 高 め 、 よ り 大 き な 荷 重 に 耐 え ら れ る よ う に す る  
こ と が で き る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 の 目 的 は 、 上 記 背 景 技 術 に お い て 提 案 さ れ た 問 題 点 を 解 決 す る た め の 建 築 工 事 用  
杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 は 以 下 の 技 術 案 を 提 供 し 、 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固  
定 構 造 で あ っ て 、 地 面 に 開 設 さ れ た 基 礎 坑 を 含 み 、 前 記 基 礎 坑 の 内 部 に 杭 柱 が 設 け ら れ 、
　 前 記 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 は 、 さ ら に 、
　 前 記 杭 柱 に 固 定 さ れ た 固 定 管 を 含 み 、 前 記 固 定 管 に は 双 方 向 モ ー タ が 設 け ら れ 、 前 記 固  
定 管 に お い て か つ 双 方 向 モ ー タ の 両 側 に は 、 い ず れ も 取 付 台 が 設 け ら れ 、
　 前 記 取 付 台 に 設 け ら れ て お り か つ 前 記 双 方 向 モ ー タ に 接 続 さ れ た 拡 張 ア セ ン ブ リ を 含 み  
、 前 記 拡 張 ア セ ン ブ リ に は 挿 着 板 が 設 け ら れ 、 前 記 拡 張 ア セ ン ブ リ は 、 全 て の 挿 着 板 を 基  
礎 坑 側 壁 に 挿 入 す る よ う に 制 御 す る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 技 術 案 と し て 、 前 記 拡 張 ア セ ン ブ リ は 、
　 前 記 固 定 管 に 回 転 可 能 に 設 け ら れ た 回 動 ス リ ー ブ を 含 み 、 前 記 回 動 ス リ ー ブ は 前 記 双 方  
向 モ ー タ の 出 力 端 に 接 続 さ れ 、 前 記 回 動 ス リ ー ブ 側 に リ ン グ ギ ヤ が 設 け ら れ 、
　 前 記 取 付 台 の 内 部 に 開 設 さ れ た 溝 を 含 み 、 前 記 溝 の 内 部 に は ス リ ー ブ が 回 転 可 能 に 接 続  
さ れ 、 前 記 ス リ ー ブ の 内 部 に は ネ ジ ロ ッ ド が 設 け ら れ 、 か つ 前 記 ス リ ー ブ の 内 壁 と ネ ジ ロ  
ッ ド と の 間 は ね じ 山 に よ っ て 互 い に 接 続 嵌 合 し 、 前 記 挿 着 板 は 前 記 ネ ジ ロ ッ ド の 一 端 に 固  
定 す る よ う に 設 け ら れ 、
　 前 記 溝 の 内 部 に 設 け ら れ て お り 、 前 記 ネ ジ ロ ッ ド の 運 動 軌 跡 を 制 限 す る た め の 位 置 制 限  
構 造 を 含 み 、
　 前 記 ス リ ー ブ に 取 り 付 け ら れ た 歯 車 を 含 み 、 前 記 歯 車 と 前 記 リ ン グ ギ ヤ と が 互 い に 噛 合  
す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 技 術 案 と し て 、 前 記 位 置 制 限 構 造 は 、
　 前 記 ネ ジ ロ ッ ド 側 壁 に 設 け ら れ た 位 置 制 限 溝 を 含 み 、 前 記 溝 内 壁 に は 、 １ 組 の 位 置 制 限  
ス ラ イ ド バ ー が 固 定 さ れ 、 前 記 位 置 制 限 ス ラ イ ド バ ー は 前 記 位 置 制 限 溝 内 に 配 置 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 技 術 案 と し て 、 各 取 付 ブ ロ ッ ク に お け る 拡 張 ア セ ン ブ リ と 挿 着 板 の 数  
は ２ つ 以 上 で あ り 、 か つ 前 記 固 定 管 の 軸 線 を 中 心 と し 、 取 付 ブ ロ ッ ク 上 に 中 心 対 称 に 配 置  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 技 術 案 と し て 、 前 記 挿 着 板 は ブ レ ー ド 式 板 構 造 で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 考 案 が 提 供 す る 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 は 、 以 下 の 有 益 な 効 果 を 有 し 、
　 該 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 を 使 用 す る 際 、 杭 柱 を 基 礎 坑 内 に 置 き 、 基 礎 坑 の 中 間  
位 置 に 置 き 、 簡 単 に 固 定 し た 後 、 拡 張 ア セ ン ブ リ を 起 動 す る と 、 拡 張 ア セ ン ブ リ は す べ て  
の 挿 着 板 を 外 に 伸 ば し 、 基 礎 坑 側 壁 に 接 触 さ せ 、 さ ら に 挿 着 板 を 基 礎 坑 側 壁 内 部 に 挿 入 し  
、 す べ て の 挿 着 板 が 基 礎 坑 側 壁 内 部 に 挿 入 さ れ る ま で 、 杭 柱 の 固 定 を 完 了 し 、 杭 柱 の 転 倒  
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を 防 止 し 、 安 定 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 考 案 が 提 供 す る 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 が 提 供 す る 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 の 部 分 構 造 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 が 提 供 す る 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 に お け る ネ ジ ロ ッ ド の 構 造 図 で  
あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る Ａ 箇 所 の 拡 大 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 の 目 的 、 技 術 案 及 び 利 点 を よ り 明 確 に す る た め に 、 以 下 に 図 面 及 び 実 施 例 を 結 合  
し て 、 本 考 案 に つ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 本 明 細 書 に 記 載 の 具 体 的 な 実 施 形 態 は 、 本  
考 案 を 説 明 す る た め だ け に 使 用 さ れ 、 本 考 案 を 限 定 す る た め に 使 用 さ れ る も の で は な い こ  
と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 具 体 的 な 実 施 形 態 に 関 連 し て 本 考 案 の 技 術 案 に つ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 実 施 例 に お い て 、 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 で あ っ て  
、 地 面 に 開 設 さ れ た 基 礎 坑 １ を 含 み 、 前 記 基 礎 坑 １ の 内 部 に 杭 柱 ２ が 設 け ら れ 、 そ の 特 徴  
は 、 前 記 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 は 、 さ ら に 、
　 前 記 杭 柱 ２ に 固 定 さ れ た 固 定 管 ３ を 含 み 、 前 記 固 定 管 ３ に は 双 方 向 モ ー タ １ ４ が 設 け ら  
れ 、 前 記 固 定 管 ３ に お い て か つ 双 方 向 モ ー タ １ ４ の 両 側 に は 、 い ず れ も 取 付 台 ９ が 設 け ら  
れ 、
　 前 記 取 付 台 ９ に 設 け ら れ て お り か つ 前 記 双 方 向 モ ー タ １ ４ に 接 続 さ れ た 拡 張 ア セ ン ブ リ  
４ を 含 み 、 前 記 拡 張 ア セ ン ブ リ ４ に は 挿 着 板 １ １ が 設 け ら れ 、 前 記 拡 張 ア セ ン ブ リ ４ は 、  
全 て の 挿 着 板 １ １ を 基 礎 坑 １ 側 壁 に 挿 入 す る よ う に 制 御 す る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 該 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 を 使 用 す る 際 、 杭 柱 ２ を 基 礎 坑 １ 内 に 置 き 、 基 礎 坑 １  
の 中 間 位 置 に 置 き 、 簡 単 に 固 定 し た 後 、 拡 張 ア セ ン ブ リ ４ を 起 動 す る と 、 拡 張 ア セ ン ブ リ  
４ は す べ て の 挿 着 板 １ １ を 外 に 伸 ば し 、 基 礎 坑 １ 側 壁 に 接 触 さ せ 、 さ ら に 挿 着 板 １ １ を 基  
礎 坑 １ 側 壁 内 部 に 挿 入 し 、 す べ て の 挿 着 板 １ １ が 基 礎 坑 １ 側 壁 内 部 に 挿 入 さ れ る ま で 、 杭  
柱 ２ の 固 定 を 完 了 し 、 杭 柱 ２ の 転 倒 を 防 止 し 、 安 定 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 実 施 例 に お い て 、 前 記 拡 張 ア セ ン ブ リ ４ は 、
　 前 記 固 定 管 ３ に 回 転 可 能 に 設 け ら れ た 回 動 ス リ ー ブ ５ を 含 み 、 前 記 回 動 ス リ ー ブ ５ は 前  
記 双 方 向 モ ー タ １ ４ の 出 力 端 に 接 続 さ れ 、 前 記 回 動 ス リ ー ブ ５ 側 に リ ン グ ギ ヤ １ ５ が 設 け  
ら れ 、
　 前 記 取 付 台 ９ の 内 部 に 開 設 さ れ た 溝 ６ を 含 み 、 前 記 溝 ６ の 内 部 に は ス リ ー ブ ７ が 回 転 可  
能 に 接 続 さ れ 、 前 記 ス リ ー ブ ７ の 内 部 に は ネ ジ ロ ッ ド ８ が 設 け ら れ 、 か つ 前 記 ス リ ー ブ ７  
の 内 壁 と ネ ジ ロ ッ ド ８ と の 間 は ね じ 山 に よ っ て 互 い に 接 続 嵌 合 し 、 前 記 挿 着 板 １ １ は 前 記  
ネ ジ ロ ッ ド ８ の 一 端 に 固 定 す る よ う に 設 け ら れ 、
　 前 記 溝 ６ の 内 部 に 設 け ら れ て お り 、 前 記 ネ ジ ロ ッ ド ８ の 運 動 軌 跡 を 制 限 す る た め の 位 置  
制 限 構 造 を 含 み 、
　 前 記 ス リ ー ブ ７ に 取 り 付 け ら れ た 歯 車 １ ０ を 含 み 、 前 記 歯 車 １ ０ と 前 記 リ ン グ ギ ヤ １ ５  
と が 互 い に 噛 合 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 考 案 の 実 施 例 に お い て 、 前 記 位 置 制 限 構 造 は 、
　 前 記 ネ ジ ロ ッ ド ８ 側 壁 に 設 け ら れ た 位 置 制 限 溝 １ ２ を 含 み 、 前 記 溝 ６ 内 壁 に は 、 １ 組 の  
位 置 制 限 ス ラ イ ド バ ー １ ３ が 固 定 さ れ 、 前 記 位 置 制 限 ス ラ イ ド バ ー １ ３ は 前 記 位 置 制 限 溝  
１ ２ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 使 用 時 、 双 方 向 モ ー タ １ ４ を 起 動 す る と 、 双 方 向 モ ー タ １ ４ は 回 転 リ ン グ ５ を 回 転 さ せ  
る こ と に よ っ て リ ン グ ギ ヤ １ ５ を 回 転 さ せ る こ と が で き 、 リ ン グ ギ ヤ １ ５ は 回 転 時 に 歯 車  
１ ０ と の 噛 合 関 係 に よ っ て ス リ ー ブ ７ を 同 期 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 ス リ ー ブ ７ の 内 壁  
と ネ ジ ロ ッ ド ８ と の 間 は 螺 合 さ れ て 、 か つ 位 置 制 限 溝 １ ２ と 位 置 制 限 ス ラ イ ド ロ ッ ド は 前  
記 ネ ジ ロ ッ ド ８ の 回 転 を 制 限 す る た め 、 ネ ジ ロ ッ ド ８ は 水 平 方 向 に 横 移 動 し か で き な い 。  
ス リ ー ブ ７ が 回 転 す る 時 、 ネ ジ を 通 じ て ネ ジ ロ ッ ド ８ を 持 続 的 に の 外 移 動 さ せ て 、 さ ら に  
挿 着 板 １ １ を 外 へ 移 動 さ せ 、 挿 着 板 １ １ が 基 礎 坑 １ の 側 壁 内 部 に 挿 入 さ れ る ま で し た が っ  
て 杭 柱 ２ の 固 定 を 図 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 考 案 の 実 施 例 に お い て 、 各 取 付 ブ ロ ッ ク に お け る 拡 張 ア セ ン ブ リ ４ と 挿 着 板 １ １ の 数  
は ２ つ 以 上 で あ り 、 か つ 前 記 固 定 管 ３ の 軸 線 を 中 心 と し 、 取 付 ブ ロ ッ ク 上 に 中 心 対 称 に 配  
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 考 案 の 実 施 例 に お い て 、 前 記 挿 着 板 １ １ は ブ レ ー ド 式 板 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 に よ り 、 該 建 築 工 事 用 杭 基 礎 補 助 固 定 構 造 を 使 用 す る 際 、 杭 柱 ２ を 基 礎 坑 １ 内 に 置  
き 、 基 礎 坑 １ の 中 間 位 置 に 置 き 、 簡 単 に 固 定 し た 後 、 拡 張 ア セ ン ブ リ ４ を 起 動 す る と 、 拡  
張 ア セ ン ブ リ ４ は す べ て の 挿 着 板 １ １ を 外 に 伸 ば し 、 基 礎 坑 １ 側 壁 に 接 触 さ せ 、 さ ら に 挿  
着 板 １ １ を 基 礎 坑 １ 側 壁 内 部 に 挿 入 し 、 す べ て の 挿 着 板 １ １ が 基 礎 坑 １ 側 壁 内 部 に 挿 入 さ  
れ る ま で 、 杭 柱 ２ の 固 定 を 完 了 し 、 杭 柱 ２ の 転 倒 を 防 止 し 、 安 定 性 を 高 め る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 述 べ た の は 本 考 案 の 好 ま し い 実 施 例 に す ぎ ず 、 本 考 案 を 制 限 す る 必 要 は な く 、 本 考  
案 の 精 神 と 原 則 の 中 で 行 っ た い か な る 修 正 、 同 等 置 換 と 改 良 な ど は 、 本 考 案 の 保 護 範 囲 に  
含 ま れ る べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１ 、 基 礎 坑 ； ２ 、 杭 柱 ； ３ 、 固 定 管 ； ４ 、 拡 張 ア セ ン ブ リ ； ５ 、 回 転 リ ン グ ； ６ 、 溝 ； ７  
、 ス リ ー ブ ； ８ 、 ネ ジ ロ ッ ド ； ９ 、 取 付 台 ； １ ０ 、 歯 車 ； １ １ 、 挿 着 板 ； １ ２ 、 位 置 制 限  
溝 ； １ ３ 、 位 置 制 限 ス ラ イ ド バ ー ； １ ４ 、 双 方 向 モ ー タ ； １ ５ 、 リ ン グ ギ ヤ 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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